
第22回物性若手 ｢夏の学校｣開催後記･報告

の午前に Fisher先生 を囲んで討論会が行なわれた｡ あらかじめ学生によって提出され

た質問について Fisher先生がたくみな弁術で面白く解説 し,たい-ん有意義な討論会

でした｡

(池田 博 )

核磁気共鳴の原理 と磁性体-の応用

講師 東大物性研 安 岡 弘 志

この講義は, 8月1日の午前と午後にわたって行なわれた｡午前中は,NMRの入門

から磁性体-の応用までの講義があり,午後は,例 としてMnSiおよび バ ンクーバー

TRIUMF での MuonSpinRotationの実験についてのスライ ドを見せていただいた｡

以下は,講義にそっての項目をあげてある程度なのでくわしいことは,最後の参考文

献を参照されたい｡

§1 PhenomenologicalTheoryorN.M.R.

IsolatedNuclearSpinと InteractingNuclearSpinsの場合の説明と現象論的 Blochの式

の導出｡

§2 DetectionMethods

1)SteadyStateMethod

核のラジオ波帯磁率の吸収部分 Z"が検出される｡

2)TransientMethod

瞬間的に高周波磁場を加えて,その Responceをみる｡ パルス法あるいはスピン

･エコー法がある｡

§3 HyperfineInteraction

原子核の位置にはたらく付加的磁場は大変重要であり,多 くの原因が考えられ る｡

1)FermiContactInteraction

Hc-一号 gpBP IQ(0)l2S･】

ただし,¢(0)は原子核の位置での波動関数, Sは電子のスピン
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2) Nuclear-electrondipolorfield

正-一g%nonギllke吉[?(S.･rlト S.]
3)Orbitalfield

1

H1- -gpB<声><L>av･
これ らは良く知られているものである｡ また,新しいメカニズムとして d-spin のinner

coreの分極のため ls-3Sのスピンの向きにずれの出ることが考 えられるoつまり,

4)corepolarizationeffect

87r
Hc'p--TgPBS莞 掴 nsT(0)仁 IQns↑(0)(21

5)conductionElectronPolarization

である｡

§4 MagneticallyOrderedState

l) Ferromagnetic

外場が零でも共鳴はおこる｡

2)Metalsalloys

伝導電子のスピン分極が重要である｡

最後に講義のまとめがあり,質問の時間がとられた｡
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